
 

 

 

 

 

 

 

豊川小学校区 

   





豊川小学校区 ワークショップ実施概要 

テーマ 豊川地区まちづくりワークショップ〜みんなで集まってまちの未来を考える〜 

実施内容 

第 1 回 
2021 年 10 月 23 日（土）18:00-20:00 

「豊川地区の論点を考えるワークショップ」 

第 2 回 
2021 年 11 月 13 日（土）18:00-20:00 

「今後の豊川地区の論点を深めるワークショップ」 

第 3 回 
2021 年 12 月 11 日（土）18:00-20:00 

「今後豊川地区でしてみたい取り組みを考えるワークショプ」 

結果概要 

◯豊川地区の論点を考えるワークショップ 

・豊川地区の魅力と課題を現状と未来から考えるワークショップを実施した。 

・現状の課題として、新旧住民との一体感やつながりの希薄化、それを支える自治組

織の運営課題、地域の自然や農業などの魅力を活かすことや、子ども・高齢者の暮

らしに関する課題などが共有された。 

○今後の豊川地区の論点を深めるワークショップ 

・前回ワークショップで抽出した意見から 4 つのテーマを提示し、それぞれ話したい

テーマを選んで意見交換を実施した。 

・前回のテーマからさらに議論が行われ、どんな現状があるのか、その課題はなぜ起き

るのか、何が課題なのか、という点が議論された。 

○今後豊川地区でしてみたい取り組みを考えるワークショプ 

・テーマをもとに企画や事業の案をつくる対話を行った。 

・それぞれのグループで以下のような企画が生まれた。①水をテーマにした農業技術継

承や特産品販売の場づくり、②農作物を子どもが育て収穫したものを活用した季節行

事の開催、③乗合タクシーで買い物に行くツアーイベントの開催、④地域組織のホー

ムページや LINE による情報発信と小学生の地域探検の内容発信。 

来年度以降

に向けて 

・自由な意見交換、立場を超えて集う対話の地域への落とし込みや、アイデアを行動計

画へつなげていく対話を、継続的に実施していくことが望ましい。 

・新地区、旧地区との関係など、地域がひとつとなるような仕掛けを検討。従来の行事

のあり方や内容を変更するなど、必ずしも新規事業でなくても効果を発揮することはで

きる。地域の体力と相談の上で無理のない形の模索が重要。 

・若い世代へ情報を届けるために、情報発信の仕組み（ホームページや LINE など）は

重要な視点。小学校の授業と連携することで子どもの目線からの地域を発信していくな

どの仕組みづくり。 

・地域資源である自然・農業やその関係者との連携を深めることが地域行事や事業の豊

かさにつながっていくことを多くのワーク参加者が感じている。地域自治組織による連

携事業として地域行事と連動した特産品販売の場づくりや、農作物を育てることを子ど

もと体験する取り組みなどにチャレンジしてみる。 
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参考資料 

 

ワークショップ当日資料等 
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